
令和２年度 三次市立吉舎中学校学校評価シート 

  【中期経営目標】 １ 確かな学力 ～ 「自学力」を育み，学び続ける意欲・学習習慣の定着 

         ２ 豊かな心・健やかな体  ～ 生徒の主体性・自己有用感の向上 

         ３ 健やかな体 ～ 心身ともに，逞しい生徒の育成 

         ４ 信頼を集める学校 ～地域を生かし，地域に生かされ，信頼される学校 

 
短期経営目標 

目標達成のための

方策 
評価指標 前年度実績 

今年度 

評価 達成状況 目標値 １２月末実績値 

確
か
な
学
力 

基礎的・基本的

な知識・技能の

確実な定着 

・個に応じた指導の工

夫（個別対応） 

実力テスト（５教科）で３０％以下の

生徒の割合が３年生１０％以下，１・

２年生は２０％以下とする 

５教科の２０％以下を０％にする 

１年－92％ 

２年－100％ 

３ 年 －

77.2％ 

90％ 

１年－94.7％ 

２年－88.0% 

３年－100％ 

５教科 20%以下 

２年－96.0% 

Ａ 

(105%) 

・２週間前にはテスト範囲表を配布し，生

徒に意識付けを行った。 

・各教科や学年で予想問題作りなどに取

り組んだ。 

保護者の満足度（アンケート「学力を高め

る取組をしている」） 
91.1％ 95％ 85.5% 

Ｂ 

(90%) 

生徒にしっかりと学力をつけていく必要

があるので，毎日の家庭学習を継続し，

ICTを活用した自学自習を推奨する。また

低学力の生徒の個別指導を行う。 

「自学力」の育

成（主体的に学

ぶことのできる

授業の創造） 

・課題発見解決型（活

用力育成）の授業の

実施 

・ＩＣＴを活用した授

業の創造 

・読書習慣の定着（読

む・創造する力） 

予習・復習を計画的に行っている 68.1％ 80％ 68.6％ 
Ｃ 

(86%) 

各教科で，意識して予習・復習に取り組ま

せた。今後は，全体指導を行うとともに，

学力差の大きい教科については，個に応

じた予習や復習を具体的に示し，主体的

に予習・復習に取り組めるように全教科

で取り組む。 

「『自らもっと学びたい・知りたい・

調べたい』授業がある」と答える生徒

の割合 

70.4％ 80％ 71.6% 
Ｂ 

(90%) 

生徒の学習意欲を高めるための授業改善

を行い，各教科の研究授業を行った。 

本を１か月に１冊以上読む生徒の割

合 
83.3％ 85％ 88.6% 

Ａ 

(104%) 
朝読書が落ち着いてできている。 

全教科，課題発見・解決学習の単元開

発を行う 
100％ 100％ 100% 

Ａ 

(100%) 

道徳・国語・英語・社会で研究授業を行っ

た。 

一人一人が，家

庭学習の目標時

間を設定して達

成できる。 

・予習・復習を生かせ

る授業づくり 

・家庭学習とリンクし

た授業の実施 

・個に応じた自主学習

ノートの勧め（未定

着生徒への意欲付

けを具体的に行う。

プリント配布も可） 

家庭学習時間の各自の目標時間を達

成した生徒の割合（アンケート）（年３

回実施） 

休日 55.5％ 

平日 48.5％ 

休日 90％

平日 90％ 

休日 61.4% 

平日 61.4% 

Ｃ 

(68%) 

試験に取り組む意識を高める工夫を各学

年で行った。すべての意識が高まったわ

けではないが，今後も継続した取り組み

を行う。 

家庭学習の定着における保護者の満

足度（アンケート） 
78.8％ 80％ 77.5% 

Ｂ 

(97%) 

学級通信や HP等で生徒の様子を保護者に

知らせた。 

家庭学習が大切で，家での学習時間を増

やす取り組みは十分ではない。 

豊
か
な
心 

○志のある生徒

の育成 

○おもてなしの

心を持った生徒

の育成 

 

・生徒の主体性・自己

有用感の向上 

「もっと考えてみたい」「もっと学ん

でみたい」という，学びへの意欲が高

い生徒の割合を前回の意識調査より

高くする（年３回実施） 

1年-66％ 

2年-61％ 

3年-80％ 

全体 70.8％ 

前回より

もポイン

トアップ 

1年-94.7% 

2年-85.1% 

3年-72.2% 

全体-82.7% 

Ａ 

(117%) 

 

道徳科を中心に，意図的にグループでの

話し合い活動を仕組んだ。生徒は，友だち

の意見から自己の学びを深めたと実感し

ている。今後は，中心発問から出た意見か

ら次の問いを出し合えるような話し合い

を仕組んでいく。 

○自分の成長と

周りの人の成長

を素直に喜びあ

える生徒の育成 

・生徒会委員会活動の

活性化 

・部活動，ボランティ

ア活動，体験活動・

地域貢献活動の充

実 

生徒の満足感（アンケート「ボランティア

活動に積極的に参加していると思う」） 

1年-83％ 

2年-77％ 

3年-90％ 

80％ 

1年-95% 

2年-63% 

3年-59% 

全体-70% 

 

Ｃ 

(87.5%) 

・今年度のボランティア実績一人 1回９０％ 

1年 100%，2年 88.5%，3年 85.7% 

・ボランティア回数延べ２０７回 最高 7回 4

人，6回 1人…4回 13人，3回 17人 

・コロナ禍で積極的にボランティア活動

を仕組むことはできなかった。しかし 13

回のボランティアを計画し，生徒へ呼び

かけた。その結果，延べ 207 回のボラン

ティア参加が見られた。特に，花植えの地

域への配達ボランティアでは，民生委員

や地域の方と触れ合う機会ができ，参加

した生徒は，充実感を持てた。 

・学校行事，生徒会行

事の活性化 

生徒の自己有用感（アンケート「体育祭

や文化祭などやり遂げられてうれしく思う行

事がある」） 

１年 84％ 

２年 73％ 

３年 86％ 

80％ 

1年-95% 

2年-83% 

3年-70% 

全体-81% 

Ａ 

(101%) 

制限がある中でも実施ができたことをふ

まえ,学校行事への取り組みが生徒の自

己有用感につながるように各学年で取り

組みを行っていく。 

健

や

か

な

体 

１年間を通して

基礎体力の向上

を図る 

・体力テストを２回実

施，目標設定し，２

回目の数値を向上

させる 

８種目中，５種目以上数値が向上す

る生徒の割合 
38.8％ 85％ 78.9％ 

Ｂ 

(92.8%) 

１回目の測定後，個人の課題に向けて２

回目の目標設定とそのための取り組みを

考えさ，補強運動に取り組んだ。２回目の

数値が下がった３年生女子については，

部活動引退後の体力を維持するための

体育での補強を考える。２年生女子につ

いては数値が下がった理由について，こ

れから分析していく。 

 

 

信

頼

さ

れ

る

学

校 

地 域 を生か

し，地域に生

かされ，信頼

される学校 

・学校行事の充実

と情報発信 

・総合的な学習の

時間の充実や地

域とのふれあい

行事の充実 

・ボランティア活

動の充実 

＜情報発信と公開＞ 
ホームページを充実（週１回以上の
発信）する 
学校通信（月１回以上の発行，地域
への発信） 

＜地域との交流＞ 
年１回以上，行事やボランティ
ア活動を通して小学校，高校，
自治振興会，各種団体との連携
を図る 

＜外部人材の活用＞ 
小中で人材バンクを作成し活用する
（学力補充，スポーツ指導，営農指
導，郷土史指導など) 

 100% 

ＨＰ更新 100％ 

学校通信 100％ 

〇地域交流は実施

不可 

〇外部人材は未実

施 

〇高校との連携は

実施できた（日彰

館，三次青陵，上

下） 

Ａ 

（100%） 

情報発信を精力的に行い，地域とのつな

がりを大切にするよう働きかけた。 

マナー講座等で高校との連携を図った

り，道徳での研修を，ＩＣＴを活用して行

ったりするなど地域や他校との連携を積

極的に行うことができた。 

 

＊評価について Ａ：目標値を上回っている  Ｂ：目標値の９０～９９％  Ｃ：目標値の８９％以下 


